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背景と趣旨 

日本が国内での対応に追われ、海外への視野を閉ざしていた、バブル崩壊後の 20 年間に、

積極的な海外の国々は市場や事業運営においても、世界へとフィールドを広げた。そして現

在先進国と発展途上国との格差はさらに狭まり、国家間の数々の垣根も徐々に取り払われて

きた。今こそ日本も積極的な世界展開を図り、躍進を遂げなければ、もはや主要国としての

地位を保つことはできない。しかし現状は、日本から海外への留学者数は減少する一方で、

海外勤務を希望しない若手社員は増加している。他のアジア諸国が積極的に海外留学数を増

やしている中で、日本はむしろ遅れをとっている。 

医療においても例外ではない。確かに日本は、がん治療や内視鏡検査などでは高度な医療

水準を保有し、人口 100 万人当たりの医療機器保有台数も他国に比べると群を抜いて高い。

そして、これら先進機器に加え、世界に誇れる国民皆保険制度により、世界最高水準の平均

寿命を実現している。しかし、情報技術の革新と人の移動の増加により医療の国際標準化の

ニーズが高まりつつあるなか、日本の医療現場の実情はどうであろうか。以前より大病院で

は「3 時間待ちの 3 分診療」と揶揄されてきたが、高齢化により医療保険財政がますます逼迫

し、医療提供者の勤務はさらなる過酷化が予想される中で、国際標準に沿った質の高い医療

を提供するのは容易ではない。実際、医療の国際標準化を目的とした国際的病院評価認証機

関（Joint Commission International, JCI）により認証を受けた国内医療機関は 2016 年 1 月時点

でたった 16 病院しかない。一方、他のアジア諸国では、既に多くの医療機関が認証を受けて

いる。さらに深刻なのは、提供される医療の国際標準化の遅れだけでなく、医療を創りだす

生命科学研究、国際保健・医療政策、そして医療産業の分野においても、グローバルな舞台

における日本のプレゼンスがどんどん失われつつあることである。 

例えば生命科学研究分野では、現在日本は医薬品・医療機器分野でも輸入超過に陥ってお

り、その基盤となる基礎研究においての国際競争力が低下している。論文数を研究活動のア

ウトプットとしてみた場合、日本は米中英独に次いで第 5 位まで落ち込んでいる。各分野の

Top10%論文数シェアでは日本の低迷はさらに顕著であり（米英独中仏に次ぎ第 6 位）、国際

共著率も低い（英仏独米に次ぎ第 5 位）。さらに、大学院生や教員において内向き思考が広が

っており、海外研究留学希望者数も減少している。 

また、国際保健/医療政策分野では、日本は国連拠出金が米国に次いで第 2 位であるにもか

かわらず、他の国連機関と同様に、世界保健機関（WHO）においても日本人スタッフ数は、

加盟国中でもかなり低い（人口や拠出金額から概算される望ましい職員数の 23-31%程度）。

これは、志願者が少ないからでは決してなく、特に語学力の観点から我が国からの応募者が

選考に耐えられないことに大きく起因している。本分野におけるリーダーの輩出は喫緊の課

題である。 

医療産業分野については、例えば近年アジア各国では医療観光産業が発展しているが、日

本にはそれらの国を上回る高い医療技術・サービスがありながら、大きく出遅れている。政

府の新成長戦略のもと観光庁が進める医療観光等医療産業分野の発展のためには、高い英語



 

 2 

運用力のもと質の高い医療サービスを提供できる人材育成が遅れている。 
 
このような、日本の医療における国際標準化の遅れ、そして医療の革新・医療政策・医療産

業という分野での日本のプレゼンスの低下は、世界の共通言語である英語の運用力が低いこ

とだけではなく、世界という広い視点のもとで、世界において日本が果たすべき役割を理解

し、その上で複雑な国際医学・医療問題の解決のために様々な文化背景の相手と建設的に議

論・協同できる高い教養と知的スキル・対人スキル・リーダーシップスキルが欠如している

ことにも起因している。 
 
成熟した国家である日本が、主要先進国として、今後、生命科学研究・国際保健/医療政策・

医療産業分野において世界を支え牽引し、人類の発展に健康面から貢献するためには、それ

ら分野でグローバルな舞台でリーダーとして活躍する人材の育成が急務である。 
 
 本学は、「知と癒しの匠を創造し、人々の幸福に貢献する」という基本理念の下に、「幅

広い教養と豊かな感性を備えた人間性の涵養」、「自己問題提起、自己問題解決型の創造的

人間の養成」、そして「国際性豊かな医療人、研究者養成」という三つの教育理念を掲げ、

これまでに教育および研究における国際化を積極的に進めてきた。それを受け、グローバル

なキャリアを志す学生が本学には多く入学してくる。実際、入学直後に施行している

TOEFL の平均点は年々高まっており、また卒業までに海外留学を経験する者の比率も上昇

しつつある。その本学が、日本が主要先進国として生命科学研究・国際保健/医療政策・医

療産業分野において世界を支え牽引していくために中心的役割を担う、グローバルな舞台で

リーダーとして活躍し変革を生み出すことのできる人材を育成することは、本学に課せられ

た使命であると認識し、ここに本プログラムを開設するに至った。 
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育成する人材像 

成熟した国家である日本が、主要先進国として、生命科学研究・国際保健/医療政策・医療産

業分野において世界を支え牽引していくために中心的役割を担う、グローバルな舞台でリー

ダーとして活躍し、変革を生み出すことのできる人材を育成する。 

【共通する点】 

・ 日本人としてのアイデンティティに誇りを持ち、日本の歴史／文化／制度に習熟しており、

世界において日本が果たすべき役割を十分理解している。 
・ 文化（歴史／経済／宗教／習慣／行動様式／食生活など）や価値観を異にする人達とふれ

あう経験を豊富に積み、文化および価値観における多様性を十分理解し、尊重する。 
・ 世界共通言語である英語の、言語としての運用力のみならず、英語母語者／非母語者を含

めた様々な人達を相手に英語で議論でき、協働し、そして、リーダーシップを発揮して様々

なステークホールダーに変容を起こし、医学・医療・社会に変革を生み出すことができる。 

【活躍する分野に特異的な点】 

・ 生命科学研究分野におけるリーダー 
 高い問題解決能力と十分な臨床経験を基盤に生命科学研究に従事し、国内のみならず、

国外も含めた最先端研究機関に積極的に応募/在籍し、切磋琢磨を通して世界最先端の

研究を行うとともに、当該研究分野におけるリーダー/フロントランナーとしてその発

展に貢献する。

 生命科学研究分野での後継者育成に国内外で尽力する。

・ 国際保健/医療政策分野におけるリーダー 
 疫学/統計/環境/医療政策/社会・行動科学に関する深い理解があり、また高い倫理観を

有する。

 学士課程修了後、高い専門技術の修得および専門領域での豊富な経験を積み、それら

専門的背景を持った上で国際保健/医療政策決定機関に従事し、中心的役割を果たす。 
 国際保健/医療政策分野での後継者育成に国内外で尽力する。

・ 医療産業分野におけるリーダー 
 世界共通言語である英語の、言語としての運用力のみならず、英語母語者/非母語者を

含めた様々な人達を相手に英語で医療サービスを提供できる高い能力を有する。

 学士課程修了後、高い専門技術の修得および専門領域での豊富な経験を積み、それら

専門的背景を持った上で医療産業に従事し、同産業を牽引する。
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本プログラム修了までに修得すべき資質（コンピテンシー） 
 
 
前述した趣旨および育成する人材像にもとづき、本プログラム修了までに履修生が修得すべ

き資質（コンピテンシー）を、以下のように規定した。また、育成される人材がグローバル

な舞台でリーダーとして活躍し変革を生み出すにおいて、それら資質群が有機的に作用しあ

う機序を示す図を右下に付した。なお、各コンピテンシーについての詳細および習得方法を

記した表が、本要項最後に付されている。 
 
【Technical Expertise】 

• 基礎医学知識※1 

• 臨床知識※1 

• 公衆衛生学知識※1 

• グローバルヘルス知識 
• 関連する人文社会科学知識 
• 語学力 

【Teambuilding Functions】 
• 異文化知識・対応力 
• チームワーク 
• マネジメントスキル 
• リーダーシップスキル 

【Critical Thinking Functions】 
• クリティカル・シンキング・スキル 
• 情報リテラシー 
• 探求・分析力 
• 読解力 
• 口頭コミュニケーション能力 
• 文章コミュニケーション能力 

【Creative Thinking Functions】 
• 創造的思考力 

 
※1これらの系統的学習は各学科教育課程において適切な目標設定のもとに行われるため、本

プログラムではそれら知識の応用・統合に主眼を置く。 
 

 
 

 

  

育成される人材がグローバルな舞台でリーダーとして活躍し変革を

生み出すにおいて、本プログラムで獲得する資質群が有機的に作用し

あう機序を示す図 
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アドミッションポリシー 

本プログラムが掲げる育成目標に鑑みて、本学第 1 学年学生※1のうち、下記に該当する者を

求める。 

・ ヘルスサイエンス領域における将来のグローバルリーダーを目指すという視点から、前

項で記した資質（本プログラム修了までに履修生が修得すべき資質（コンピテンシー））

の習得の重要性を十分理解し、それに対して強い意欲・熱意を有し、コミットできる 

・ 入学後の修学態度が良好である 

・ 本プログラムが掲げる育成目標達成の観点、および本プログラム履修および正規科目履

修に支障を来さないという観点から必要とされる一定レベル以上の英語運用力を有する 

※1編入生も含め、若干名に限り、年度末に追加募集を行い第２学年前期からの履修を許可す

る場合がある。その場合、同様の選考基準・選考過程により選考する。なお、学業不振によ

り留年した学生は除く。 
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カリキュラムポリシー 

・ 本プログラムのコンピテンシーは、知識伝達型の授業などで短期的に修得できるもので

はない。したがって、授業では将来直面するであろう現実的で複雑な問題への取組（ケ

ースメソッドやプロジェクトワークなど）を通して、低学年のうちから、学習ステージ

に適した形で実践的にそれらを修得する（スパイラル・カリキュラム）。また、科目の

一部または課外セッションとして、適宜ワークショップなどを実施する。 

・ Technical Expertise におけるコンピテンシーで、その理解/応用のために系統的/包括的な学

習機会が必要と思われるものについても、できる限り問題解決取り組みに絡めて効果的

に学習できるようカリキュラムを組む。 

・ 学習セッションは基本的にすべて英語で行う（一部において、学生の学習段階および理

解/応用順序を考慮して、日本語による学習機会を設ける場合がある）。英語運用力アッ

プが必要な履修生に対しては、英語を母語とする教員による少人数特訓コースを提供す

る。 

・ 学習は、科目内で設定される全体セッションの他、グループおよび個人レベルでの取組

を通して行われる。また、グループでの取組の補助として、そして個人レベルでの学習

成果の蓄積および省察/自己課題設定/メンターによるフィードバックを目的として、e-
portfolio システム「e-SALON（e-portfolio for Students Aspiring to be Leaders in health 
sciences Of the Next generation）」を活用する。 

・ 海外留学参加を本プログラム修了要件とする。各履修生の長期的キャリアビジョンに沿

った時期/内容の海外留学参加を通して視野を広げ、キャリアビジョンをより確立させ、

そしてそれまでに修得した能力を更に磨く。単位取得を伴う海外留学プログラムのほ

か、海外の公衆衛生大学院など、本学の単位の取得を伴わない留学についても考慮され

うる。 

・ 高学年においては後輩の学習にチューターとして参加し、議論を深め刺激するととも

に、教えることにより更に学習する（チュータリング「Tutoring Requirement」）。 

・ 各科目の履修修了判定を得るためには、あらかじめ各科目で規定する修了要件を満たさ

なければならない。なお、履修修了に際する出席要件としては、東京医科歯科大学試験

規則に准じて、講義及び演習では当該授業科目の授業時間数の３分の２以上、実習では

当該授業科目の授業時間数の４分の３以上の履修を必要とする。 

・ 本プログラムの履修科目については、全学科共通自由科目として単位付与を行う。 

・ 学生の利便性および所属する学科/専攻における授業時間割に配慮し、授業時間を設定す

る。学科/専攻における時間割状況にもとづき、本プログラム科目の一部について規定時

間帯の履修が不可能な場合においては、録画映像を通しての履修や長期休暇などにおけ

る補講などにて対処する。 

・ 医学部医学科および歯学部歯学科学生においては、他学科学生に比してより深い基礎医
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学知識/臨床知識の理解とその応用力養成の必要性が高いことから、本プログラム修了の

ために履修が必要な科目数が他学科/専攻の学生と比較して１つ多い（Problem-solving in 
the Health Sciences）。 

・ 専門職業人育成のための教育機関であることに起因する授業時間割の過密さと学生への

負担軽減に配慮し、本プログラム科目の履修時期には可能な限り余裕を持たせる。 
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以下に、本プログラムにおける必須履修科目を記す。 

科目 授業責任者 講義等の内容 

（１単位）

髙田和生

 

（１単位） 

 

 

（１単位） 

 

 

（１単位） 

 

 

（１単位） 

髙田和生

（１単位）
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（１単位） 

（１単位） 

春山怜
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以下に、本プログラムにおける必須履修科目の履修時期および履修に際しての必須要件を記

す。 

※学科/専攻における時間割状況にもとづき臨時で変更する場合がある。また、学科/
専攻の必須/選択科目履修のため参加できない授業分については補講を行う。 

科目名 2016 年度開

講時期 時間※ 曜日※ 回数 主たる対象者 必須要件 

夏期 
(2 週間の

集中開講) 

10:30〜11:50 
12:50〜14:10 月水金 12 2016 年春履修開始学生 特になし 

前期 19:30〜20:50 木 12 
2015 年秋および 2016 年春

履修開始学生（いずれも医

学科以外） 

・ 
の受講 

後期 18:00〜19:20 木 12 2015 年秋および 2016 年春

履修開始学生 ・ 旧 の修了 

後期 18:30〜19:50 火 12 2016 年秋履修開始学生 特になし 

前期 18:00〜19:20 木 12 2015 年秋および 2016 年春

履修開始学生 特になし 

後期 17:00〜18:20 火 12 2016 年秋履修開始学生 特になし 

後期 19:30〜20:50 木 12 2015 年秋および 2016 年春

履修開始学生 特になし 

前期 18:00〜19:20 水 12 2014 年秋および 2015 年春

履修開始学生

・ （旧 ）の修了

・ （旧 LHS3）の修了 

後期 18:00〜20:00 水 8 
2014 年秋および 2015 年春

履修開始学生（いずれも医/
歯学科のみ） 

・ 旧 の修了また

は同時期履修 
・ （旧 ）の修了 
・ 旧 の修了 
・ DHS（旧 LHS4）の修了 
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以下に、本プログラムにおける必須履修科目の推奨履修モデルを記す。 

 
 

緑： 既に履修が済んでいる科目 
赤： 医学科と医学科以外の学生により推奨履修時期が異なる科目 
黄色： PHS（旧 LHS5）は医/歯学科学生にも履修が必須 
 
履修計画策定・変更に関しては、早期にメンター（教員）に相談すること。 
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修了要件、履修継続要件 
 
 
履修継続の承認および修了認定は、各学科教育委員会にて承認を受けた後、各学部教授会で

最終判定を行う。 
 
医学部医学科学生および歯学部歯学科学生 
 

（第１学年から第２学年への進級に際しての本プログラム履修継続のための要件） 
・ 入学からの通算 GPA※1が原則 2.5 以上 
・ 本プログラムにおける修学態度が良好であること 

（第 2 学年から第 3 学年への進級に際しての本プログラム履修継続のための要件） 
・ 入学からの通算 GPA※1が原則 2.5 以上 
・ 本プログラムにおける修学態度が良好であること 

（第 3 学年から第 4 学年への進級に際しての本プログラム履修継続のための要件） 
・ 本プログラムにおける修学態度が良好であること 

  （第 4 学年から第 5 学年への進級に際しての本プログラム履修継続のための要件） 
・ 本プログラムにおける修学態度が良好であること 

  （第 5 学年から第 6 学年への進級に際しての本プログラム履修継続のための要件） 
・ 本プログラムにおける修学態度が良好であること 

  （本プログラム履修修了のための要件） 
・ 本プログラムにおける必須履修科目を全て履修修了していること 
・ チュータリング※2を修了していること 
・ 本プログラムにおける修学態度が良好であること 
・ TOEFL iBT 100 点以上 
・ HSLP のコンピテンシーすべてについて Capstone に到達していること 
・ 単位取得を伴う海外留学プログラムへ参加していること（海外の公衆衛生大学院

など、本学の単位の取得を伴わない留学についても考慮されうる） 
 

※1各学科専門科目履修内規による。なお、選択科目であることから HSLP 科目は GPA 計

算式に算入しないこととする。 
※2詳細はチュータリング要項に記載。 
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医学部保健衛生学科学生および歯学部口腔保健学科学生 
 

（第１学年から第２学年への進級に際しての本プログラム履修継続のための要件） 
・ 入学からの通算 GPA※1が原則 2.5 以上 
・ 本プログラムにおける修学態度が良好であること 

（第 2 学年から第 3 学年への進級に際しての本プログラム履修継続のための要件） 
・ 入学からの通算 GPA※1が原則 2.5 以上 
・ 本プログラムにおける修学態度が良好であること 

（第 3 学年から第 4 学年への進級に際しての本プログラム履修継続のための要件） 
・ 本プログラムにおける修学態度が良好であること 

（本プログラム履修修了のための要件） 
・ 本プログラムにおける必須履修科目を全て（Problem-solving in the Health Sciences 

(PHS)を除く）履修修了していること 
・ チュータリング※2を修了していること 
・ 本プログラムにおける修学態度が良好であること 
・ TOEFL iBT 100 点以上 
・ HSLP のコンピテンシーすべてについて Capstone に到達していること 
・ 単位取得を伴う海外留学プログラムへ参加していること（海外の公衆衛生大学院

など、本学の単位の取得を伴わない留学についても考慮されうる） 
 

※1各学科専門科目履修内規による。なお、選択科目であることから HSLP 科目は GPA 計

算式に算入しないこととする。 
※2詳細はチュータリング要項に記載。 
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履修方法、履修取消、成績、授業時間、講義室 

 

 

1. 履修方法 

履修登録は、所定の期間内に登録の手続きを行わなければならない。履修登録の受付

はグローバルキャリア支援事務室にて行う。 

 

2. 履修取消 

履修取消とは、一旦履修登録した科目を大学の定める一定期間（各科目の第3回目授業

が開始されるまでとする）に本人からの請求により、履修を取り消すことをいう。履

修取消を行った科目に関しては、成績証明書に記載されない。履修取消の手続きは、

所定の様式によりグローバルキャリア支援事務室に提出する。なお、期間内に履修取

消の手続きを行わず、自ら履修を放棄した場合は「不可」評価とする。 

 

3. 成績 

履修科目の成績は、本学学部専門科目履修規則に準じて付与される。各科目の責任者

が成績評価を行い、その結果をグローバル人材育成推進事業推進委員会より各学科教

育委員会に提出し、承認を受けた後各学部教授会で最終判定を行う。 

 

4. 授業時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 
※学科/専攻における時間割状況にもとづき臨時で変更する場合がある。また、学科/専攻の必

須/選択科目履修のため参加できない授業分については補講を行う。 

 

5. 講義室 

授業はM&Dタワー8階のグローバルキャリア支援室「G-Lab」にて行われるので、場所

を把握しておくこと。また、HSLP履修生用ラウンジを利用することができる。なお、

G-Labおよびラウンジ等に個人の所有物などを放置しないように注意すること。 

 開講時期 曜日※ 授業時間※ 

夏期 
（2 週間の集中履

修） 
月水金 

10:30〜11:50 

12:50〜14:10 

前期 木 19:30〜20:50 

後期 木 18:00〜19:20 

後期 火 18:30〜19:50 

前期 木 18:00〜19:20 

後期 火 17:00〜18:20 

後期 木 19:30〜20:50 

前期 水 18:00〜19:20 

後期 水 18:00〜20:00 


